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 ・依然としてコロナ禍が続く中、組合員は列車を１本も止め 

  ることなく指定公共機関の使命を果たしてきた。 

 ・春闘でベア実施となったが、物価上昇分には全く追いつい 

  ていない。生活給として期末手当を支給すべきである。 

 ・会社は「業績に対する還元」と言うが、過去に黒字決算で 

あった時にも私たちには還元されたという実感が無い。 

 ・要求 2.9カ月の根拠は組合員の生活実態とこの間の頑張り 

であり、決して高すぎる数字ではない。全組合員の切実な 

要求である。 

 

＜過去の期末手当支給実績＞ 

(経常利益 91 億)2017 年度…夏：1.60 冬：1.64 年間：3.24 

   2020 年度…夏：1.75 冬：1.60 年間：3.35 

   2021 年度…夏：1.77 冬：1.67 年間：3.44 

 第２回交渉～第３回交渉 【闘争ゾーン】 

 

中央本部は６月１日に第２回交渉を行ない、要求の根拠について主張しました。 


